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青根地域は、 豊かな自然環境に恵まれた地域であり、 古くから地域コミュニティを基盤とした暮らしが

営まれてきました。 一方で、 近年は人口減少や少子高齢化の進行により、 地域活動の担い手が不足する

など、 地域社会を取り巻く環境は大きく変化しています。 さらに、 地域内の公共施設の利用状況に応じた

在り方についても見直しが求められており、 地域の特性を踏まえた新たな地域づくりの方向性を示すこ

とが必要となっています。

こうした状況を踏まえ、 地域住民をはじめとする多様な主体が連携しながら、 青根地域の持続的な発

展を目指すとともに、 来訪者との交流を促進し、 地域外の多様な人材や活動を取り込むことにより地域

の活性化につなげていくため、 青根地域振興策 （以下 「地域振興策」 という。） を策定するものです。

策定に当たっては、 地域の現状や課題を把握するため、 地域団体の役員等で構成する 「青根のまちづ

くり検討委員会」 において検討を行うとともに、 神奈川県の 「かながわ水源地域活性化計画 （令和8年3

月策定）」 を踏まえ、 特に重点的に取り組むべき施策を整理しました。

地域の検討結果や各種計画を踏まえて地域振興策を策定し、 各施策に取り組むことで、 持続可能な地

域づくりに取り組みます。

地域振興策は、 上位計画である相模原市総合計画 （以

下 「総合計画」 という。） の方針を踏まえ、 地域の特性や課

題に対応した地域振興の取組の方向性を示すものです。

また、 観光振興、 地域コミュニティ、 公共施設活用など

関連する各種施策との連携を図りながら、 青根地域の

振興に向けた取組を総合的に推進するための指針とし

て位置付けます。

地域振興策で掲げる各取組は、 総合計画の実施計画

である 「相模原市総合計画推進プログラム （以下 「推

進プログラム」 という。）」 の 「中山間地域振興モデル

地区推進パッケージ」 に位置付け、 推進していきます。

地域振興策の計画期間は、 上位計画である推進プログラムの計画期間を踏まえて、 令和8年度から令和

１０年度までの３年間とします。※

なお、 令和１１年度以降は社会情勢や地域の状況のほか、 令和９年度末に策定を予定する次期総合計画

を踏まえて、 令和１０年度に再度検討します。
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令和元年度に策定した総合計画では、 分野横断的に取り組む重点テーマの一つとして「中山間地域対策」

を位置付けました。 基本的な方向として、 地域のにぎわいの創出や多様な人との交流を進めることで移住・

定住の促進を図るとともに、 交流・関係人口の創出・拡大に向けて、 広域交通ネットワークを生かしながら、

津久井地域が持つ豊かな自然や歴史、 文化などを活用した観光振興やシティプロモーションを展開するこ

ととしています。 また、 多様な主体との連携や協働による地域づくりを推進するため、 移住・定住者や若い

世代など、 新たな担い手の発掘・育成に取り組むこととしています。 さらに、 令和4年度には、 地域のニー

ズに応じた地域資源の活用などの施策を地域とともに検討し、 中山間地域振興を効果的に推進することを

目的として、 青根地域を「中山間地域振興モデル地区」の１つとして位置付けました。 これにより、 地域との

合意形成のプロセスを含めた取組を検証し、 その成果を他地域へ展開していくこととしています。 青根地域

における事業の進め方としては、 地域資源や地域特性を踏まえ、 エリアを軸とした振興を図ることを基本と

し、 段階的に施策を実施していくこととしています。

こうした基本的な方向を踏まえ、中山間地域振興の推進に当たっては、移住・定住の促進、市民生活の安全・

安心の確保、 地域づくりの担い手の確保、 観光振興などの取組を通じて、 地域の活性化や地域コミュニ

ティの維持を図るとともに、 社会情勢の変化に適応するまちづくりを進め、 将来にわたり安心して暮らせる

環境づくりに取り組む必要があります。

このほか、 令和7年3月には、「宮ヶ瀬ダム道志導水路建設に伴う青根地域の要望に対する神奈川県の

実施項目に関する確認書」が、 神奈川県、 相模原市及び青根地域振興協議会の三者間で締結されました。 こ

れにより、 将来的に神之川流域（神の川林道）の整備や（仮称）北丹沢文化の森アクセス道路の整備を進める

こととされ、 釜立林道ゲート付近におけるトイレ及び駐車場の整備のほか、 市道青根12号及び市道音久和

の道路改良を図っていくことが確認されました。 また、 令和8年３月には、 神奈川県が相模湖、 津久井湖、

奥相模湖、 丹沢湖及び宮ヶ瀬湖（やまなみ五湖）周辺の水源地域の活性化と水環境への理解促進に取り組

み、 水源地域を取り巻く環境を良好な状態で維持していくことを目的として策定した「かながわ水源地域活

性化計画」が改定されました。

【中山間地域の目指す姿（令和７年度　まち ・ひと ・ しごと創生本部会議資料）】

青根地域は、 相模原市の北西部に位置し、 丹沢山地の豊かな森林と清流に囲まれた自然環境に恵まれた

地域です。 市中心部から車で約１時間の距離にありながら、 豊かな自然に気軽にアクセスできる環境にあり、

都会と自然が調和した地域として、 四季折々の美しい景観を楽しむことができます。 また、 登山やキャン

プなどのアウトドア活動の拠点としても知られ、 ハイキングや川遊び、 釣りなどを目的に都市部から多くの

来訪者が訪れています。 さらに、 丹沢山系や道志川流域に位置することから、 本市をはじめとする神奈川県

域へ水を供給する重要な水源地域となっています。 このため、 水源の保護と自然環境の維持に向けて、 行

政や地域、 関係団体が連携しながら取組を進めてきました。 地域内ではコミュニティ活動も活発で、 毎年開

催される大運動会や文化祭などの行事には多くの住民が参加し、 住民同士の強い結びつきによって地域コ

ミュニティが維持されてきました。

一方で、 人口減少が続いているほか、 高齢化率も年々上昇しています。 若年層の流出や出生数の減少に

より人口構造が変化し、 地域活動の担い手不足やコミュニティ機能の低下が課題となっており、 地域の持続

性を確保するための対策が求められています。 また、 用途を廃止した公共施設の利活用方法や公共施設の

老朽化といった課題を抱えているほか、 商業施設や公共交通機関が限られていることから、 日常生活の利

便性を確保するための取組も必要となっています。

こうした状況を踏まえ、 地域の魅力を最大限に生かしながら持続可能な地域づくりを進めるため、 地域、
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令和元年度に策定した総合計画では、 分野横断的に取り組む重点テーマの一つとして「中山間地域対策」

を位置付けました。 基本的な方向として、 地域のにぎわいの創出や多様な人との交流を進めることで移住・

定住の促進を図るとともに、 交流・関係人口の創出・拡大に向けて、 広域交通ネットワークを生かしながら、

津久井地域が持つ豊かな自然や歴史、 文化などを活用した観光振興やシティプロモーションを展開するこ

ととしています。 また、 多様な主体との連携や協働による地域づくりを推進するため、 移住・定住者や若い

世代など、 新たな担い手の発掘・育成に取り組むこととしています。 さらに、 令和4年度には、 地域のニー

ズに応じた地域資源の活用などの施策を地域とともに検討し、 中山間地域振興を効果的に推進することを

目的として、 青根地域を「中山間地域振興モデル地区」の１つとして位置付けました。 これにより、 地域との

合意形成のプロセスを含めた取組を検証し、 その成果を他地域へ展開していくこととしています。 青根地域

における事業の進め方としては、 地域資源や地域特性を踏まえ、 エリアを軸とした振興を図ることを基本と

し、 段階的に施策を実施していくこととしています。

こうした基本的な方向を踏まえ、中山間地域振興の推進に当たっては、移住・定住の促進、市民生活の安全・

安心の確保、 地域づくりの担い手の確保、 観光振興などの取組を通じて、 地域の活性化や地域コミュニ

ティの維持を図るとともに、 社会情勢の変化に適応するまちづくりを進め、 将来にわたり安心して暮らせる

環境づくりに取り組む必要があります。

このほか、 令和7年3月には、「宮ヶ瀬ダム道志導水路建設に伴う青根地域の要望に対する神奈川県の

実施項目に関する確認書」が、 神奈川県、 相模原市及び青根地域振興協議会の三者間で締結されました。 こ

れにより、 将来的に神之川流域（神の川林道）の整備や（仮称）北丹沢文化の森アクセス道路の整備を進める

こととされ、 釜立林道ゲート付近におけるトイレ及び駐車場の整備のほか、 市道青根12号及び市道音久和

の道路改良を図っていくことが確認されました。 また、 令和8年３月には、 神奈川県が相模湖、 津久井湖、

奥相模湖、 丹沢湖及び宮ヶ瀬湖（やまなみ五湖）周辺の水源地域の活性化と水環境への理解促進に取り組

み、 水源地域を取り巻く環境を良好な状態で維持していくことを目的として策定した「かながわ水源地域活

性化計画」が改定されました。

【中山間地域の目指す姿（令和７年度　まち ・ひと ・ しごと創生本部会議資料）】

青根地域は、 相模原市の北西部に位置し、 丹沢山地の豊かな森林と清流に囲まれた自然環境に恵まれた

地域です。 市中心部から車で約１時間の距離にありながら、 豊かな自然に気軽にアクセスできる環境にあり、

都会と自然が調和した地域として、 四季折々の美しい景観を楽しむことができます。 また、 登山やキャン

プなどのアウトドア活動の拠点としても知られ、 ハイキングや川遊び、 釣りなどを目的に都市部から多くの

来訪者が訪れています。 さらに、 丹沢山系や道志川流域に位置することから、 本市をはじめとする神奈川県

域へ水を供給する重要な水源地域となっています。 このため、 水源の保護と自然環境の維持に向けて、 行

政や地域、 関係団体が連携しながら取組を進めてきました。 地域内ではコミュニティ活動も活発で、 毎年開

催される大運動会や文化祭などの行事には多くの住民が参加し、 住民同士の強い結びつきによって地域コ

ミュニティが維持されてきました。

一方で、 人口減少が続いているほか、 高齢化率も年々上昇しています。 若年層の流出や出生数の減少に

より人口構造が変化し、 地域活動の担い手不足やコミュニティ機能の低下が課題となっており、 地域の持続

性を確保するための対策が求められています。 また、 用途を廃止した公共施設の利活用方法や公共施設の

老朽化といった課題を抱えているほか、 商業施設や公共交通機関が限られていることから、 日常生活の利

便性を確保するための取組も必要となっています。

こうした状況を踏まえ、 地域の魅力を最大限に生かしながら持続可能な地域づくりを進めるため、 地域、

行政、 民間事業者及び専門機関等が連携して取り組んでいくことが求められています。
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グラウンド、 給食受所

青根地域内にある主な公共施設は、 次のとおりです。 なお、 望ましい学習環境の在り方を検討した結果、

小学校や中学校が統廃合により閉校しているほか、 少子化に伴い児童保育園が閉園しています。 今後は、

こうした施設の再整備や利活用などの在り方についても検討を進める必要があります。
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青根地域では、 平成２３年３月に「青根地域観光活性化計画」を策定し、 観光振興の方向性として「滞在型

の観光の推進」、「何度も来てもらえるような魅力づくり」、「山村の暮らしを伝えるような観光の推進」、「外

部の人を呼び込んだ地域づくり」を進めることとしました。 当該計画では、 地域目標の実現に向け、 観光振

興テーマと展開方法を次のとおり示しています。

また、 令和２年度には地域が青根地域の資源や特性について再認識し、 地域において何が出来るのかを

考える場として法政大学と連携したワークショップを全４回実施し、 検討結果として青根地域をもっと面白

くする１９個の企画（プロジェクト）をとりまとめました。

ミニコミ誌を発行し、 地域の方の

顔が見える関係づくりを促進する

・ミニコミ誌の作成、 発行

・掲載内容は、 住民インタビューや移住してきた人の紹介、

空き家情報、 リサイクル情報、 お祭り ・行事の情報など

・地域内にある空き家や旧青根中学校を宿泊施設として

短期間提供

・行政は、 空き家所有者と移住希望者をつなぐ窓口 ・地域

に住んでいる人の人材リストを作成、 得意分野で生活体験

プログラムを運営

・デザイン ・建築系の学生、 建築家に家をリノベーションし

てもらう

・使われていない旧青根中学校の施設を活用し、 雨宿りス

テーションをつくる

・鍵の開閉や日常の清掃などできることは地域で管理

・登録制農家サポートの仕組みをつくる

・農家サポートに登録、 手助けが必要な人からHELPコー

ル、 適した人材の派遣

・地域全体をコーディネート

・訪れた人が目的達成以外に+αで楽しんでもらえるよう

な支援

期間限定で、 青根地域にある空き

家に住んでもらい、 青根に住みた

いと思う人を増やす

ツーリングやサイクリング、 ハイキ

ング客などが休める雨宿りステー

ションを作る

地域で協力して困っているひとを

支えあう、 登録制の農家サポート

の仕組みづくり

個々の施設や活動団体をとりま

とめ、 地域全体をコーディネート

する体制づくり

ミニコミ誌で笑顔

がつながる青根

プロジェクト

過疎で不便なことを生かした自然

体験や青根ならではの食の提供

等を通じて、 青根地域への滞在

を促進する

・宿泊施設を開設

・郷土料理を提供する食堂、直売所での販売、鳥獣の加工・

販売等のサービスを提供活用シーンとして合宿、 ワーケー

ション等

過疎で不便な青根

地域を活用！滞在

＆体 験 型 テ ー マ

パークプロジェクト

青根地域に住みたいと思ってくれ

ている人が、 移住しやすい環境

を整備するプロジェクト

・地目変更して住める土地を増やす

・青根出張所と地域の人が協力して空き家バンクを作る

・移住希望者を広く募る　　　 ・公共施設を住宅に活用

・古民家や空き家を修繕　　　 ・災害危険地域を改善

住みたい人が住め

る青根プロジェク

ト

交通手段として、 既存の枠にとら

われない思い切ったアイデア

・自動車免許特区制度を創設

・乗り合い循環バスを無料で運行

・橋本周辺に青根出身の高校生のための居住区域を形成

自動車免許特区を

創設！交通手段の

強化プロジェクト

期限付きでの空き家の貸し出しな

ど、 子育て世帯が子育てをしや

すい環境づくり

・定着している住民はそのままに、 子育て世代が子育ての

地として訪れ ・旅立っていく土地にしていく

・子育て世代が、 楽しく子育てができる地域にするための

取組を行う

空き家の貸し出し

で、 子育て世帯を

呼び込むプロジェ

クト

空き家を活用した余暇農業を楽し

むための工夫と、 移住による農

業従事を希望する方への環境づ

くり

地域の空き家を活用して、 以下を提供。 若い人が住みや

すい環境づくり、 住宅と農業のための土地をセットで提

供、 新たに農業を始めたい人を支援するために農業指導

員を置く、 子育てしやすい環境をつくる、 アクセス道路を

整備し訪れ易い環境づくり

青根地域で農業を

楽しむプロジェクト

地区に訪れる方々への拠点づくり

として、 今ある施設を活用して

様々な余暇活動やビジネスに提

供できる体制づくり

旧青根中学校の施設を活用して、 テレワークできる場所、

キッチン付き宿泊所を開設、 天体観測ができる施設として

開放、 農業指導員を置き、 農業体験の場、 ジビエ料理、 駅な

どからの送迎バスを用意、 登山者の拠点、 音楽などの練習

場、 テニス合宿場、 キャンプ場と連携、 アクセス道路を整備

し訪れ易い環境づくり

青根地域の魅力を

提供プロジェクト

旧青根中学校を活

用した拠点づくり！

・青根地域で生産している農作物

をきっかけに、 地域を知ってもら

い ・訪れてもらう

・美味しいアップルパイで地域 ・人

が活性化していくことを目指す

・農作物を活用した地域のおいしい特産品を生み出す

・青根産の農作物を使った体験型のイベントを開催地域の

施設を使い、 地域で体験し、 地域の物を加工し、 橋本駅な

どでマルシェを開催し、 青根のリピーターを増やしていく

青根を知ってもら

う！青根産りんご

でつくる美味美味

アップルパイ

プロジェクト

獣害が多い地域であることを逆

手にとって、 ジビエの紹介をする

ことで、 地域の自然を身近に感じ

てもらい、 地域のＰＲ・活性化につ

ながることを目指す

・シカやイノシシなどのジビエを紹介 ・発信

・獣害を減らすため、 人を育てる

・肉の加工ルートを確保するため、 柔軟な対応を可能にす

る獣肉流通制度について、 市のサポート ・指導を要望

獣害を減らして

地域をPR

青根×ジビエ

プロジェクト

水路や自然を効率的に活用し、

青根産の水力発電エネルギー、

バイオマスエネルギーの創生を

目指す。 新エネルギー活用の社会

情勢の流れに乗ることで地域活力

の向上にもつながることが期待

・地域の水路や自然を活用して、 青根エネルギーを創生

・水車で粉をひく

・スモールモビリティへの活用

地域エネルギー

創生プロジェクト

使われなくなった建物で、 地元の

人や近隣の学生が学びの場として

使える空間づくりを推進し、 新

しいアイデアが生まれるダボス会

議（的な会議）を日々開催

・旧青根中学校等を拠点として、 学生や地域の人が集まっ

て話し合い、 新しいアイデアを生み出していく場をつくる

ダボス会議in

青根プロジェクト

「青根歴史」を次世代に紡ぎ、 今あ

る青根のシビックプライドを高め、

未来に残していくことを目指す

・傾聴ボランティア等を通して、 青根の歴史や文化、 偉人

の方々のノウハウ等を復活 ・継承していく

青根の歴史を紡ぐ

プロジェクト
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青根地域では、 平成２３年３月に「青根地域観光活性化計画」を策定し、 観光振興の方向性として「滞在型

の観光の推進」、「何度も来てもらえるような魅力づくり」、「山村の暮らしを伝えるような観光の推進」、「外

部の人を呼び込んだ地域づくり」を進めることとしました。 当該計画では、 地域目標の実現に向け、 観光振

興テーマと展開方法を次のとおり示しています。

また、 令和２年度には地域が青根地域の資源や特性について再認識し、 地域において何が出来るのかを

考える場として法政大学と連携したワークショップを全４回実施し、 検討結果として青根地域をもっと面白

くする１９個の企画（プロジェクト）をとりまとめました。

ミニコミ誌を発行し、 地域の方の

顔が見える関係づくりを促進する

・ミニコミ誌の作成、 発行

・掲載内容は、 住民インタビューや移住してきた人の紹介、

空き家情報、 リサイクル情報、 お祭り ・行事の情報など

・地域内にある空き家や旧青根中学校を宿泊施設として

短期間提供

・行政は、 空き家所有者と移住希望者をつなぐ窓口 ・地域

に住んでいる人の人材リストを作成、 得意分野で生活体験

プログラムを運営

・デザイン ・建築系の学生、 建築家に家をリノベーションし

てもらう

・使われていない旧青根中学校の施設を活用し、 雨宿りス

テーションをつくる

・鍵の開閉や日常の清掃などできることは地域で管理

・登録制農家サポートの仕組みをつくる

・農家サポートに登録、 手助けが必要な人からHELPコー

ル、 適した人材の派遣

・地域全体をコーディネート

・訪れた人が目的達成以外に+αで楽しんでもらえるよう

な支援

期間限定で、 青根地域にある空き

家に住んでもらい、 青根に住みた

いと思う人を増やす

ツーリングやサイクリング、 ハイキ

ング客などが休める雨宿りステー

ションを作る

地域で協力して困っているひとを

支えあう、 登録制の農家サポート

の仕組みづくり

個々の施設や活動団体をとりま

とめ、 地域全体をコーディネート

する体制づくり

ミニコミ誌で笑顔

がつながる青根

プロジェクト

過疎で不便なことを生かした自然

体験や青根ならではの食の提供

等を通じて、 青根地域への滞在

を促進する

・宿泊施設を開設

・郷土料理を提供する食堂、直売所での販売、鳥獣の加工・

販売等のサービスを提供活用シーンとして合宿、 ワーケー

ション等

過疎で不便な青根

地域を活用！滞在

＆体 験 型 テ ー マ

パークプロジェクト

青根地域に住みたいと思ってくれ

ている人が、 移住しやすい環境

を整備するプロジェクト

・地目変更して住める土地を増やす

・青根出張所と地域の人が協力して空き家バンクを作る

・移住希望者を広く募る　　　 ・公共施設を住宅に活用

・古民家や空き家を修繕　　　 ・災害危険地域を改善

住みたい人が住め

る青根プロジェク

ト

交通手段として、 既存の枠にとら

われない思い切ったアイデア

・自動車免許特区制度を創設

・乗り合い循環バスを無料で運行

・橋本周辺に青根出身の高校生のための居住区域を形成

自動車免許特区を

創設！交通手段の

強化プロジェクト

期限付きでの空き家の貸し出しな

ど、 子育て世帯が子育てをしや

すい環境づくり

・定着している住民はそのままに、 子育て世代が子育ての

地として訪れ ・旅立っていく土地にしていく

・子育て世代が、 楽しく子育てができる地域にするための

取組を行う

空き家の貸し出し

で、 子育て世帯を

呼び込むプロジェ

クト

空き家を活用した余暇農業を楽し

むための工夫と、 移住による農

業従事を希望する方への環境づ

くり

地域の空き家を活用して、 以下を提供。 若い人が住みや

すい環境づくり、 住宅と農業のための土地をセットで提

供、 新たに農業を始めたい人を支援するために農業指導

員を置く、 子育てしやすい環境をつくる、 アクセス道路を

整備し訪れ易い環境づくり

青根地域で農業を

楽しむプロジェクト

地区に訪れる方々への拠点づくり

として、 今ある施設を活用して

様々な余暇活動やビジネスに提

供できる体制づくり

旧青根中学校の施設を活用して、 テレワークできる場所、

キッチン付き宿泊所を開設、 天体観測ができる施設として

開放、 農業指導員を置き、 農業体験の場、 ジビエ料理、 駅な

どからの送迎バスを用意、 登山者の拠点、 音楽などの練習

場、 テニス合宿場、 キャンプ場と連携、 アクセス道路を整備

し訪れ易い環境づくり

青根地域の魅力を

提供プロジェクト

旧青根中学校を活

用した拠点づくり！

・青根地域で生産している農作物

をきっかけに、 地域を知ってもら

い ・訪れてもらう

・美味しいアップルパイで地域 ・人

が活性化していくことを目指す

・農作物を活用した地域のおいしい特産品を生み出す

・青根産の農作物を使った体験型のイベントを開催地域の

施設を使い、 地域で体験し、 地域の物を加工し、 橋本駅な

どでマルシェを開催し、 青根のリピーターを増やしていく

青根を知ってもら

う！青根産りんご

でつくる美味美味

アップルパイ

プロジェクト

獣害が多い地域であることを逆

手にとって、 ジビエの紹介をする

ことで、 地域の自然を身近に感じ

てもらい、 地域のＰＲ・活性化につ

ながることを目指す

・シカやイノシシなどのジビエを紹介 ・発信

・獣害を減らすため、 人を育てる

・肉の加工ルートを確保するため、 柔軟な対応を可能にす

る獣肉流通制度について、 市のサポート ・指導を要望

獣害を減らして

地域をPR

青根×ジビエ

プロジェクト

水路や自然を効率的に活用し、

青根産の水力発電エネルギー、

バイオマスエネルギーの創生を

目指す。 新エネルギー活用の社会

情勢の流れに乗ることで地域活力

の向上にもつながることが期待

・地域の水路や自然を活用して、 青根エネルギーを創生

・水車で粉をひく

・スモールモビリティへの活用

地域エネルギー

創生プロジェクト

使われなくなった建物で、 地元の

人や近隣の学生が学びの場として

使える空間づくりを推進し、 新

しいアイデアが生まれるダボス会

議（的な会議）を日々開催

・旧青根中学校等を拠点として、 学生や地域の人が集まっ

て話し合い、 新しいアイデアを生み出していく場をつくる

ダボス会議in

青根プロジェクト

「青根歴史」を次世代に紡ぎ、 今あ

る青根のシビックプライドを高め、

未来に残していくことを目指す

・傾聴ボランティア等を通して、 青根の歴史や文化、 偉人

の方々のノウハウ等を復活 ・継承していく

青根の歴史を紡ぐ

プロジェクト
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議（的な会議）を日々開催

・旧青根中学校等を拠点として、 学生や地域の人が集まっ
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青根地域を応援したい人達が積

極的に地域で活動 ・ 交流できる

「同窓会」のような機会や場づく

りを提案

・ 青根地域を「応援したい、 協力したい」という人達が地域

住民と一緒に交流 ・ 活動できる仕組みづくりを行う

青根地域まちの

応援団プロジェク

ト

地域や行政などが空き家の利活

用に関するコーディネートを行い、

空き家所有者と移住希望者が

Win-Win となる関係性を構築

・ 安心安全に空き家の貸し借りができる仕組み ・ 体制を構

築

・ 空き家の利活用を促進

青根地域移住促進

プロジェクト

地域住民と有識者が連携して、 地

域資源を活かした新たな産業の

創出を図るプロジェクト

・ 有識者の指導のもと、 下記の取組や活動を実施し、 地

域の雇用創出や歴史 ・ 文化 ・ 自然の継承につなげる

（既存の施設や自然、 文化の維持 ・ 管理や利用旧青根中学

校など、 既存の施設や自然を利活用した体験教室の開催

SDGｓのモデルケースとなる産業の振興祭りや合唱祭など

の継承と地域外への発信）

「青根で働こう！」

プロジェクト

緑区基本計画では、 中山間地域の振興に向けた施策展開の方向性として、 地域の多様な人材を活用しな

がら地域コミュニティの充実 ・ 強化に取り組むとともに、 豊かなライフスタイルの提案を通じた移住の促進

や、 豊かな自然環境を生かした新たなビジネススタイルの推進を図ることとしています。

こうした方向性を踏まえ、 青根地域では、 自然と共生しながら人と人とのつながりを大切にし、 将来にわ

たり安心して暮らし続けられる地域づくりを目指します。 そのため、 地域の強みを生かした取組を進めると

ともに、 公共施設の利活用や機能の充実、 空き家対策など地域特有の課題の解決に取り組みます。

これらの取組を通じて、 観光の活性化や関係人口の創出 ・ 拡大、 雇用機会の充実、 移住の促進につなげ、

持続可能な地域づくりを図るため、 次の「目指す姿」を掲げます。

持続可能な地域づくりを推進するためには、 地域コミュニティの維持 ・ 強化を図るとともに、 交流人口や

関係人口の創出 ・ 拡大につながる取組を進めることが重要です。 このため、 地域資源を活用した施策の推

進や活動拠点の整備に向けた検討を進めます。 また、 未利用市有地の民間事業者等への貸付や緑の休暇村

エリアのリニューアルなどのハード施策と、 観光イベントの実施や空き家等の活用などのソフト施策を両輪

として取組を進めます。

これらの施策の実施に当たっては、 地域全体で協議を進めながら、 行政、 地域、 民間事業者、 専門機関な

どの多様な主体が連携し、 一体となって地域振興に取り組みます。

持続可能な開発目標（SDGs）は、 平成27（2015）年９月の国連サミットで採択された「持続可能な開発

のための2030アジェンダ」にて記載された平成28（2016）年から令和12（2030）年までの国際目標

です。 持続可能で多様性と包摂性のある社会を実現

するための１７のゴールから構成され、 地球上の誰一

人として取り残さない（leave no one behind）

ことを誓っています。

地域振興策を推進することは、 SDGsのゴール

ある、「11 住み続けられるまちづくりを」、「１５

陸の豊かさも守ろう」及び「17 パートナーシップで

目標を達成しよう」などの達成につながります。
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青根地域を応援したい人達が積

極的に地域で活動 ・ 交流できる

「同窓会」のような機会や場づく

りを提案

・ 青根地域を「応援したい、 協力したい」という人達が地域

住民と一緒に交流 ・ 活動できる仕組みづくりを行う

青根地域まちの

応援団プロジェク

ト

地域や行政などが空き家の利活

用に関するコーディネートを行い、

空き家所有者と移住希望者が

Win-Win となる関係性を構築

・ 安心安全に空き家の貸し借りができる仕組み ・ 体制を構

築

・ 空き家の利活用を促進

青根地域移住促進

プロジェクト

地域住民と有識者が連携して、 地

域資源を活かした新たな産業の

創出を図るプロジェクト

・ 有識者の指導のもと、 下記の取組や活動を実施し、 地

域の雇用創出や歴史 ・ 文化 ・ 自然の継承につなげる

（既存の施設や自然、 文化の維持 ・ 管理や利用旧青根中学

校など、 既存の施設や自然を利活用した体験教室の開催

SDGｓのモデルケースとなる産業の振興祭りや合唱祭など

の継承と地域外への発信）

「青根で働こう！」

プロジェクト

緑区基本計画では、 中山間地域の振興に向けた施策展開の方向性として、 地域の多様な人材を活用しな

がら地域コミュニティの充実 ・ 強化に取り組むとともに、 豊かなライフスタイルの提案を通じた移住の促進

や、 豊かな自然環境を生かした新たなビジネススタイルの推進を図ることとしています。

こうした方向性を踏まえ、 青根地域では、 自然と共生しながら人と人とのつながりを大切にし、 将来にわ

たり安心して暮らし続けられる地域づくりを目指します。 そのため、 地域の強みを生かした取組を進めると

ともに、 公共施設の利活用や機能の充実、 空き家対策など地域特有の課題の解決に取り組みます。

これらの取組を通じて、 観光の活性化や関係人口の創出 ・ 拡大、 雇用機会の充実、 移住の促進につなげ、

持続可能な地域づくりを図るため、 次の「目指す姿」を掲げます。

持続可能な地域づくりを推進するためには、 地域コミュニティの維持 ・ 強化を図るとともに、 交流人口や

関係人口の創出 ・ 拡大につながる取組を進めることが重要です。 このため、 地域資源を活用した施策の推
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これらの施策の実施に当たっては、 地域全体で協議を進めながら、 行政、 地域、 民間事業者、 専門機関な

どの多様な主体が連携し、 一体となって地域振興に取り組みます。

持続可能な開発目標（SDGs）は、 平成27（2015）年９月の国連サミットで採択された「持続可能な開発
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です。 持続可能で多様性と包摂性のある社会を実現

するための１７のゴールから構成され、 地球上の誰一

人として取り残さない（leave no one behind）
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地域振興策を推進することは、 SDGsのゴール

ある、「11 住み続けられるまちづくりを」、「１５

陸の豊かさも守ろう」及び「17 パートナーシップで

目標を達成しよう」などの達成につながります。
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令和２年３月に廃校となった旧青根中学校を利活用し、「観光」「産業」「教育」に関する事業を核とし

た地域振興を展開していくため、 令和５年度に公募 ・選定した利活用事業者（以下「事業者」という）の

事業提案である「林間リトリート※構想」の実施に当たり、 市と事業者は連携を図りながら取り組みます。

「林間リトリート構想」に基づき展開される各種プログラムに地域が協力することで、 林業や農業の

ほか炭焼きや木工、 味噌づくり等の伝統的な作業や活動体験を通じて、 ノウハウの継承を図ります。

青根地域の自然環境と市街地からの近接性を生かし、 都市部から来訪する各層（野外志向、 環境志向、 整

調志向）を受け入れ、 休眠地活用、 森林保全を併せて集落再興の好循環を創出します。 構想の推進に当たり、

旧青根中学校施設内にホール、セミナールームやゲストルーム（宿泊）を整備し、専門家（森林インストラクター・

森林サポーター等）から一般層（ハイキング・ツーリング・キャンピング・スポーツ合宿・企業研修等のアクティ

ビティ ・ベース）までを対象とした各種プログラムを展開します。

※上記スケジュールは、 現時点の想定であり今後変更する可能性があります。

旧青根中学校を宿泊施設として利活用するために、 必要となる高度処理型浄化槽の設置工事や施設

内の改装工事を実施し、令和１０年度を目途とした事業開始に向けて取り組みます。また、宿泊施設のオー

プンと併せて、「林間リトリート構想」に基づく各種プログラムを展開し、 青根地域の豊かな森林資源を生

かして、 集う人々の憩いの場となるよう取り組みます。

米、野菜、味噌、醤油作りといった農産物・農業体験をはじめ、炭焼きや木工、森林浴、ハイキング、山菜採り、

間伐体験、 座禅体験、 ゴルフレッスンなどのプログラムを展開する予定です。

また、 事業者は旧青根中学校の利活用による宿泊施設の開業に先立ち、 地域内にカフェ ・レストラン「青

根草木館」や古民家オーベルジュ「はらんとなり」をオープンするなど、 青根地域の魅力や資源を活用した取

組を進めています。
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取組

旧青根中学校施設利活用事業の推進Ⅰ
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青根緑の休暇村

いやしの湯

津久井合唱館

緑の休暇村センター

施設の老朽化等が進む緑の休暇村エリアにある「緑の休暇村センター」「青根緑の休暇村いやしの

湯」「津久井合唱館」の市有３施設について在り方を検討し、 来訪者の増加につながるリニューアル整備

に向けて取り組みます。

（一社）青根振興協議会をはじめとする地域の継続的な関与を基本にしつつ、 高齢化などによる担

い手不足の現状を踏まえて、 民間事業者との共同企業体（JV）や民間事業者主導での運営や連携につ

いて検討します。

＜リニューアル後の施設に備える想定機能＞

来訪者が青根に滞在できる場所として、 宿泊機能は

必須とし、 飲食若しくは簡易キッチンや多目的ルーム

（貸室）などを付加し、 施設の魅力を高めます。

宿泊機能以外の機能については、 民間事業者等から

アイデアや提案を募るなどし、 検討を進めます。

地域の重要な観光資源である温泉施設として引き続き活用を図るため、

適宜改修工事等を実施し、 来訪者の増加を目指すとともに、 環境に配慮し

た木質バイオマスボイラーを設置します。

有効な活用策がない場合は、 緑の休暇村センターとの集約化を図ります。

改修（リノベーション）ではなく、 現施設が位置する家屋倒壊等氾濫想定区

域外での建替えに向けて取り組みます。 また、 施設を活用した情報発信や

観光案内を通じて、 青根地域の魅力を発信し、 交流人口の拡大や地域のに

ぎわい創出につなげます。

第２次相模原市地球温暖化対策計画（改定版）に掲げた取組の推進 ・加速化を図るため、 再生可能

エネルギー促進の１つである木質バイオマスボイラーを青根緑の休暇村いやしの湯に設置し、 二酸化炭

素の排出量削減及び地域資源を活用した再生可能エネルギーの導入に取り組みます。

今後も地域が継続して関わることを基本としますが、 高齢化等の実情を踏まえ、 民間事業者との連携

について検討します。 また、 新たな施設は実情に合った整備とし、 将来への負債となるような整備は行わ

ないものとします。

緑の休暇村エリアのリニューアルに向けた基本計画等を策定し、 具体的な整備計画や運営方針を定め

ます。また、地域の特性を踏まえた施設運営の体制強化を図りながら、令和１４年度を目途としたリニュー

アルに向けて取り組みます。 併せて、 青根緑の休暇村いやしの湯における中規模改修工事等や木質バイ

オマスボイラー設置工事を進めます。
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取組

緑の休暇村エリア市有３施設のリニューアルⅡ



持続可能な地域づくりを推進するためには、 来訪者（関係人口）を増やすことが不可欠であり、 二地

域居住や移住 ・定住を促進するための取組が必要です。 そのため、 旧青根児童保育園の施設や旧津久

井消防署青根出張所跡地を活用して、 地域資源である山や周辺の観光情報の発信のほか、 空き家等の

相談窓口などの取組を推進することにより、 地域と来訪者をつなぐ拠点となる施設の整備に向けた検

討を進めます。

地域コミュニティの維持 ・活性化に向けて、 旧青根小学校跡地にある校庭及び体育館等の未利用資

産を地域の伝統行事やイベントなどでの利用を図るため、 利用に係る制度設計や環境整備に向けた検

討を進めます。

旧青根中学校に併設している青根地域センターについては、 利用状況や地域のニーズを確認しなが

ら在り方を整理し、 廃止も含めた検討を進めます。

＜地域振興の拠点に係る考え方＞

登山前の登山者カードの受付や配布、

ルート案内など、 登山の玄関口としての

機能を導入することで、 地域への来訪者

を増加させるとともに、 地域内外の方々

が交流できる場の創出や、 情報発信の機

能を充実させます。 また、 移住希望者や

地域に関心のある方々が空き家等の利用

について相談できる窓口を設置し、 定住

人口の増加を促進し、 地域全体の活性化

につなげます。

地域振興の拠点については必要な機能に加え、 実現可能な整備手法等も含めた総合的な検討を進

めるとともに、 地域主体で運営することが持続可能な地域コミュニティの維持 ・活性化に重要であるこ

とから、 新たな地域組織の創設に向けて取り組みます。

また、 旧青根小学校跡地などの未利用資産を地域行事等で利用するため、 地域の公共的団体との貸付

に係る契約の締結やトイレ整備について検討するほか、 青根地域センターの在り方について検討し

ます。
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取組

旧青根小学校跡地・旧青根児童保育園等の利活用Ⅲ



地域には、 空家等対策の推進に関する特別措置法（通称 ：空家法）で規定する「空き家」に該当しない

物件が点在しているため、 地域、 行政、 専門機関が連携して、 それぞれの役割を果たしながら、 移住者

の獲得、 居住人口の回復、 さらには地域活力の再生につながるよう取り組みます。

移住 ・定住に係る取組を推進するため、 地域住民で構成する新たな組織の創設やボランティアを募

集するとともに、 移住を希望する方に向けて地域の情報を発信します。

中山間地域における地域コミュニティの維持や活性化のためには、 移住 ・定住の促進が必要不可欠

であることから、 取組を推進する新たな地域組織を組成し、 地域が主体となって里まち移住 ・定住促進

協議会等との連携を図ることで、 所有者（地権者）と移住希望者のマッチング支援に取り組みます。

また、里まち移住・定住促進協議会は地域組織から提供された物件等の情報を、移住ポータルサイト「里

まっち」に掲載するなどし、 地域内外へ発信します。
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協議会等との連携を図ることで、 所有者（地権者）と移住希望者のマッチング支援に取り組みます。

また、里まち移住・定住促進協議会は地域組織から提供された物件等の情報を、移住ポータルサイト「里

まっち」に掲載するなどし、 地域内外へ発信します。
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地域には、 空家等対策の推進に関する特別措置法（通称 ：空家法）で規定する「空き家」に該当しない

物件が点在しているため、 地域、 行政、 専門機関が連携して、 それぞれの役割を果たしながら、 移住者

の獲得、 居住人口の回復、 さらには地域活力の再生につながるよう取り組みます。

移住 ・定住に係る取組を推進するため、 地域住民で構成する新たな組織の創設やボランティアを募

集するとともに、 移住を希望する方に向けて地域の情報を発信します。

中山間地域における地域コミュニティの維持や活性化のためには、 移住 ・定住の促進が必要不可欠

であることから、 取組を推進する新たな地域組織を組成し、 地域が主体となって里まち移住 ・定住促進

協議会等との連携を図ることで、 所有者（地権者）と移住希望者のマッチング支援に取り組みます。

また、里まち移住・定住促進協議会は地域組織から提供された物件等の情報を、移住ポータルサイト「里

まっち」に掲載するなどし、 地域内外へ発信します。

17

取組

移住・定住の促進に関する取組Ⅳ



青根地域への来訪者を増加させるためには、 イベントの開催や魅力発信を推進するとともに、 中山

間地域内における人的交流やネットワークを構築する必要があるため、 高齢化や担い手不足の状況を

踏まえて、 新たな担い手として地域おこし協力隊の登用に向けた取組を進めます。

地域の魅力を最大限に引き出し、 何度も訪れたくなる青根を実現するためには、 観光コンテンツの

充実が重要となるため、 地域おこし協力隊や地域団体、 交流人口等による山と川に囲まれた地域の特

性や資源を活かした特色ある観光プログラムや体験プログラムの提供に取り組みます。

地域組織の活動を支援し、 空き家等の活用による移住支援や体験型ツアー

の企画など観光コンテンツの充実を図る担い手として、 地域おこし協力隊を

登用します。

施設の認知度や集客力の向上を図るため、 緑の休暇村エリア等の施設を案内

する看板を改修するなどし、 国道４１３号や県道７６号からの誘客に向けて取り

組みます。

近年増加する登山客の利便性を向上するため、 神奈川県と連携し、 登山口で

ある釜立林道入口付近に観光トイレ及び駐車場の整備に向けて取り組みます。

ローカル10,000プロジェクトの活用を希望する民間事業者等と調整を図

り、 事業実施や広報活動などの支援に取り組みます。

緑区紹介サイトやInstagramなどのSNSを活用し、 イベントや季節の情報

など地域の魅力に関する情報などを発信します。

青根緑の休暇村いやしの湯等で提供する目玉となる、 地元食材を活用したメ

ニューを考案します。

関係人口の創出や移住 ・定住の促進等による地域振興を図るため、 地域おこし協力隊の登用に向けて

取り組みます。 また、 青根地域の持つ自然や文化などの資源を最大限に活用し、 来訪者が地域の魅力

を感じることができるよう、 地域の特色を生かした差別化と価値向上を目指し、 農産物や体験プログラム

等をブランディングすることで、 地域の経済の活性化に取り組みます。

平成２１年度から総務省が実施する制度で、 活動期間は概ね1年以上3年以下（令和８年度より最大

５年とする特例開始）で、 都市部から過疎化の進む地域に移住した「協力隊員」が自治体の委嘱を受け地

域の問題解決や活性化のための活動に携わります。 活動内容は地域によって異なり、 農林水産業など一

次産業への従事をはじめ、 特産物を活かした商品開発、 デジタル化などの住民の生活支援、 交流の場づ

くりなど多岐にわたります。 隊員は地域内で活動を行いながら、 その地域への定住 ・定着を図ります。
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取組

地域資源を生かした魅力づくりⅤ



青根地域への来訪者を増加させるためには、 イベントの開催や魅力発信を推進するとともに、 中山

間地域内における人的交流やネットワークを構築する必要があるため、 高齢化や担い手不足の状況を

踏まえて、 新たな担い手として地域おこし協力隊の登用に向けた取組を進めます。

地域の魅力を最大限に引き出し、 何度も訪れたくなる青根を実現するためには、 観光コンテンツの

充実が重要となるため、 地域おこし協力隊や地域団体、 交流人口等による山と川に囲まれた地域の特

性や資源を活かした特色ある観光プログラムや体験プログラムの提供に取り組みます。

地域組織の活動を支援し、 空き家等の活用による移住支援や体験型ツアー

の企画など観光コンテンツの充実を図る担い手として、 地域おこし協力隊を

登用します。

施設の認知度や集客力の向上を図るため、 緑の休暇村エリア等の施設を案内

する看板を改修するなどし、 国道４１３号や県道７６号からの誘客に向けて取り

組みます。

近年増加する登山客の利便性を向上するため、 神奈川県と連携し、 登山口で

ある釜立林道入口付近に観光トイレ及び駐車場の整備に向けて取り組みます。

ローカル10,000プロジェクトの活用を希望する民間事業者等と調整を図

り、 事業実施や広報活動などの支援に取り組みます。

緑区紹介サイトやInstagramなどのSNSを活用し、 イベントや季節の情報

など地域の魅力に関する情報などを発信します。

青根緑の休暇村いやしの湯等で提供する目玉となる、 地元食材を活用したメ

ニューを考案します。

関係人口の創出や移住 ・定住の促進等による地域振興を図るため、 地域おこし協力隊の登用に向けて

取り組みます。 また、 青根地域の持つ自然や文化などの資源を最大限に活用し、 来訪者が地域の魅力

を感じることができるよう、 地域の特色を生かした差別化と価値向上を目指し、 農産物や体験プログラム

等をブランディングすることで、 地域の経済の活性化に取り組みます。

平成２１年度から総務省が実施する制度で、 活動期間は概ね1年以上3年以下（令和８年度より最大

５年とする特例開始）で、 都市部から過疎化の進む地域に移住した「協力隊員」が自治体の委嘱を受け地

域の問題解決や活性化のための活動に携わります。 活動内容は地域によって異なり、 農林水産業など一

次産業への従事をはじめ、 特産物を活かした商品開発、 デジタル化などの住民の生活支援、 交流の場づ

くりなど多岐にわたります。 隊員は地域内で活動を行いながら、 その地域への定住 ・定着を図ります。
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青根地域への来訪者を増加させるためには、 イベントの開催や魅力発信を推進するとともに、 中山

間地域内における人的交流やネットワークを構築する必要があるため、 高齢化や担い手不足の状況を

踏まえて、 新たな担い手として地域おこし協力隊の登用に向けた取組を進めます。

地域の魅力を最大限に引き出し、 何度も訪れたくなる青根を実現するためには、 観光コンテンツの

充実が重要となるため、 地域おこし協力隊や地域団体、 交流人口等による山と川に囲まれた地域の特

性や資源を活かした特色ある観光プログラムや体験プログラムの提供に取り組みます。

地域組織の活動を支援し、 空き家等の活用による移住支援や体験型ツアー

の企画など観光コンテンツの充実を図る担い手として、 地域おこし協力隊を

登用します。

施設の認知度や集客力の向上を図るため、 緑の休暇村エリア等の施設を案内

する看板を改修するなどし、 国道４１３号や県道７６号からの誘客に向けて取り

組みます。

近年増加する登山客の利便性を向上するため、 神奈川県と連携し、 登山口で

ある釜立林道入口付近に観光トイレ及び駐車場の整備に向けて取り組みます。

ローカル10,000プロジェクトの活用を希望する民間事業者等と調整を図

り、 事業実施や広報活動などの支援に取り組みます。

緑区紹介サイトやInstagramなどのSNSを活用し、 イベントや季節の情報

など地域の魅力に関する情報などを発信します。

青根緑の休暇村いやしの湯等で提供する目玉となる、 地元食材を活用したメ

ニューを考案します。

関係人口の創出や移住 ・定住の促進等による地域振興を図るため、 地域おこし協力隊の登用に向けて

取り組みます。 また、 青根地域の持つ自然や文化などの資源を最大限に活用し、 来訪者が地域の魅力

を感じることができるよう、 地域の特色を生かした差別化と価値向上を目指し、 農産物や体験プログラム

等をブランディングすることで、 地域の経済の活性化に取り組みます。

平成２１年度から総務省が実施する制度で、 活動期間は概ね1年以上3年以下（令和８年度より最大

５年とする特例開始）で、 都市部から過疎化の進む地域に移住した「協力隊員」が自治体の委嘱を受け地

域の問題解決や活性化のための活動に携わります。 活動内容は地域によって異なり、 農林水産業など一

次産業への従事をはじめ、 特産物を活かした商品開発、 デジタル化などの住民の生活支援、 交流の場づ

くりなど多岐にわたります。 隊員は地域内で活動を行いながら、 その地域への定住 ・定着を図ります。
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取組

地域資源を生かした魅力づくりⅤ



地域振興策の推進に当たっては、 行政だけでなく、 地域住民、 地域団体、 専門機関、 民間事業者、 大学な

どの教育機関が、 それぞれの役割を継続的に果たしていくことが重要です。 これらの主体が相互に連携し、

地域の特性を生かした取組を進めることで、 地域の魅力を最大限に引き出し、 持続可能な地域振興につな

げていきます。 また、 取組状況の把握や地域の意見を踏まえて、 必要に応じて施策の見直しを行うとともに、

「青根のまちづくり検討委員会」などの地域組織と情報共有を図り、 取組の実効性を高めていきます。

（１）市の役割

市は、 地域振興策に掲げる各施策を推進するため、 公共施設の改修等に取り組むとともに、 地域や民間事

業者、 専門機関との連携を強化し、 各主体の活動を支援する役割を担います。

また、 青根地域の豊かな自然環境を将来にわたり守りながら活用していくため、 観光振興や土地利用におい

て自然との共生を意識した取組を進めるとともに、 地域の主体的な活動を支援し、 企業や大学など多様な主体

との連携を図りながら地域振興策を推進します。

（２）指定管理者（緑の休暇村エリア）の役割

①施設の適切な管理運営

　　　指定管理者は、 緑の休暇村センター、 青根緑の休暇村いやしの湯及び津久井合唱館の管理を適切に行

い、 利用者の安全性及び快適性を確保します。 施設運営に当たっては、 条例の設置目的の趣旨を踏まえ

つつ、 民間事業者の知見やノウハウを生かした質の高いサービス提供、 環境負荷の低減や自然環境への

配慮などが求められます。

②地域資源の発信と観光促進

　　　施設を活用した情報発信や観光案内を通じて、 青根地域の魅力を発信します。 また、 地域の特産品や

文化、 歴史などを紹介する展示やイベントなどを通じて、 交流人口の拡大や地域のにぎわい創出に寄与し

ます。

③地域との連携

　　　地域住民や地域団体、 行政等と連携し、 地域行事やイベントの企画 ・運営に協力するなど、 施設運営を

通じて地域活性化に寄与する役割を担います。

（３）地域住民や地域団体の役割

①地域コミュニティの強化

　　　地域住民が積極的に地域活動やイベントに参加・参画し、 主体的に青根地域の魅力を発信します。 また、

地域での体験活動などを通じて来訪者や移住希望者、 民間事業者との交流機会を創出するとともに、 空

き家等の地域情報を整理し、 所有者や移住希望者のニーズを把握することが期待されます。

②地域のアイデンティティの確立

　　　自然環境や歴史 ・文化を生かした地域の個性を大切にし、 住民一人一人が青根の魅力を発信する担い

手となることで、 地域への誇りや愛着の醸成を図ります。

地域振興は行政や地域住民のみで進めることはできず、 多様な主体との連携 ・ 協働が不可欠です。

そのため、 各主体に期待される役割を明確にし、 相互に連携を図ります。

（４）里まち移住 ・定住促進協議会などの専門機関に期待される役割

①移住 ・ 定住に向けた助言と支援

　　　移住 ・ 定住に関する専門的な相談対応を行うとともに、 移住希望者と物件所有者のマッチングを支援

するなど、 地域の実情に即した支援を行うことが期待されます。

②情報発信

　　　移住促進に向けた情報発信や物件情報の提供を行い、 移住希望者が安心して定住できる環境づくり

を支援することが期待されます。

（５）民間事業者に期待される役割

①地域経済の活性化

　　　地域住民や行政と連携し地域資源を活用したビジネスモデルの創出や、 地域の特産品の開発 ・販売等

を通じて、 地域経済の活性化に貢献することが期待されます。

②地域に密着したサービスの提供

　　　地域のニーズを踏まえたサービスの提供や、 地域住民とともに行う体験プログラムの実施など青根地

域の特色を生かした事業の展開が期待されます。

（６）大学などの教育機関に期待される役割

①地域振興に向けた研究と提案

　　　地域資源の活用方法や地域活性化に向けた新たなアイデアなど、 専門的知見を生かした研究や提案が

期待されます。

②学生の地域貢献活動

　　　学生が地域活動やイベント運営などに参加することで、 地域と若者との交流を促進し、 地域振興への

関心を高めることが期待されます。
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第５章　推進体制　　　　



地域振興策の推進に当たっては、 行政だけでなく、 地域住民、 地域団体、 専門機関、 民間事業者、 大学な

どの教育機関が、 それぞれの役割を継続的に果たしていくことが重要です。 これらの主体が相互に連携し、

地域の特性を生かした取組を進めることで、 地域の魅力を最大限に引き出し、 持続可能な地域振興につな

げていきます。 また、 取組状況の把握や地域の意見を踏まえて、 必要に応じて施策の見直しを行うとともに、

「青根のまちづくり検討委員会」などの地域組織と情報共有を図り、 取組の実効性を高めていきます。

（１）市の役割

市は、 地域振興策に掲げる各施策を推進するため、 公共施設の改修等に取り組むとともに、 地域や民間事

業者、 専門機関との連携を強化し、 各主体の活動を支援する役割を担います。

また、 青根地域の豊かな自然環境を将来にわたり守りながら活用していくため、 観光振興や土地利用におい

て自然との共生を意識した取組を進めるとともに、 地域の主体的な活動を支援し、 企業や大学など多様な主体

との連携を図りながら地域振興策を推進します。

（２）指定管理者（緑の休暇村エリア）の役割

①施設の適切な管理運営

　　　指定管理者は、 緑の休暇村センター、 青根緑の休暇村いやしの湯及び津久井合唱館の管理を適切に行

い、 利用者の安全性及び快適性を確保します。 施設運営に当たっては、 条例の設置目的の趣旨を踏まえ

つつ、 民間事業者の知見やノウハウを生かした質の高いサービス提供、 環境負荷の低減や自然環境への

配慮などが求められます。

②地域資源の発信と観光促進

　　　施設を活用した情報発信や観光案内を通じて、 青根地域の魅力を発信します。 また、 地域の特産品や

文化、 歴史などを紹介する展示やイベントなどを通じて、 交流人口の拡大や地域のにぎわい創出に寄与し

ます。

③地域との連携

　　　地域住民や地域団体、 行政等と連携し、 地域行事やイベントの企画 ・運営に協力するなど、 施設運営を

通じて地域活性化に寄与する役割を担います。

（３）地域住民や地域団体の役割

①地域コミュニティの強化

　　　地域住民が積極的に地域活動やイベントに参加・参画し、 主体的に青根地域の魅力を発信します。 また、

地域での体験活動などを通じて来訪者や移住希望者、 民間事業者との交流機会を創出するとともに、 空

き家等の地域情報を整理し、 所有者や移住希望者のニーズを把握することが期待されます。

②地域のアイデンティティの確立

　　　自然環境や歴史 ・文化を生かした地域の個性を大切にし、 住民一人一人が青根の魅力を発信する担い

手となることで、 地域への誇りや愛着の醸成を図ります。

地域振興は行政や地域住民のみで進めることはできず、 多様な主体との連携 ・ 協働が不可欠です。

そのため、 各主体に期待される役割を明確にし、 相互に連携を図ります。

（４）里まち移住 ・定住促進協議会などの専門機関に期待される役割

①移住 ・ 定住に向けた助言と支援

　　　移住 ・ 定住に関する専門的な相談対応を行うとともに、 移住希望者と物件所有者のマッチングを支援

するなど、 地域の実情に即した支援を行うことが期待されます。

②情報発信

　　　移住促進に向けた情報発信や物件情報の提供を行い、 移住希望者が安心して定住できる環境づくり

を支援することが期待されます。

（５）民間事業者に期待される役割

①地域経済の活性化

　　　地域住民や行政と連携し地域資源を活用したビジネスモデルの創出や、 地域の特産品の開発 ・販売等

を通じて、 地域経済の活性化に貢献することが期待されます。

②地域に密着したサービスの提供

　　　地域のニーズを踏まえたサービスの提供や、 地域住民とともに行う体験プログラムの実施など青根地

域の特色を生かした事業の展開が期待されます。

（６）大学などの教育機関に期待される役割

①地域振興に向けた研究と提案

　　　地域資源の活用方法や地域活性化に向けた新たなアイデアなど、 専門的知見を生かした研究や提案が

期待されます。

②学生の地域貢献活動

　　　学生が地域活動やイベント運営などに参加することで、 地域と若者との交流を促進し、 地域振興への

関心を高めることが期待されます。
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地域振興策の推進に当たっては、 行政だけでなく、 地域住民、 地域団体、 専門機関、 民間事業者、 大学な

どの教育機関が、 それぞれの役割を継続的に果たしていくことが重要です。 これらの主体が相互に連携し、

地域の特性を生かした取組を進めることで、 地域の魅力を最大限に引き出し、 持続可能な地域振興につな

げていきます。 また、 取組状況の把握や地域の意見を踏まえて、 必要に応じて施策の見直しを行うとともに、

「青根のまちづくり検討委員会」などの地域組織と情報共有を図り、 取組の実効性を高めていきます。

（１）市の役割

市は、 地域振興策に掲げる各施策を推進するため、 公共施設の改修等に取り組むとともに、 地域や民間事

業者、 専門機関との連携を強化し、 各主体の活動を支援する役割を担います。

また、 青根地域の豊かな自然環境を将来にわたり守りながら活用していくため、 観光振興や土地利用におい

て自然との共生を意識した取組を進めるとともに、 地域の主体的な活動を支援し、 企業や大学など多様な主体

との連携を図りながら地域振興策を推進します。

（２）指定管理者（緑の休暇村エリア）の役割

①施設の適切な管理運営

　　　指定管理者は、 緑の休暇村センター、 青根緑の休暇村いやしの湯及び津久井合唱館の管理を適切に行

い、 利用者の安全性及び快適性を確保します。 施設運営に当たっては、 条例の設置目的の趣旨を踏まえ

つつ、 民間事業者の知見やノウハウを生かした質の高いサービス提供、 環境負荷の低減や自然環境への

配慮などが求められます。

②地域資源の発信と観光促進

　　　施設を活用した情報発信や観光案内を通じて、 青根地域の魅力を発信します。 また、 地域の特産品や

文化、 歴史などを紹介する展示やイベントなどを通じて、 交流人口の拡大や地域のにぎわい創出に寄与し

ます。

③地域との連携

　　　地域住民や地域団体、 行政等と連携し、 地域行事やイベントの企画 ・運営に協力するなど、 施設運営を

通じて地域活性化に寄与する役割を担います。

（３）地域住民や地域団体の役割

①地域コミュニティの強化

　　　地域住民が積極的に地域活動やイベントに参加・参画し、 主体的に青根地域の魅力を発信します。 また、

地域での体験活動などを通じて来訪者や移住希望者、 民間事業者との交流機会を創出するとともに、 空

き家等の地域情報を整理し、 所有者や移住希望者のニーズを把握することが期待されます。

②地域のアイデンティティの確立

　　　自然環境や歴史 ・文化を生かした地域の個性を大切にし、 住民一人一人が青根の魅力を発信する担い

手となることで、 地域への誇りや愛着の醸成を図ります。

地域振興は行政や地域住民のみで進めることはできず、 多様な主体との連携 ・ 協働が不可欠です。

そのため、 各主体に期待される役割を明確にし、 相互に連携を図ります。

（４）里まち移住 ・定住促進協議会などの専門機関に期待される役割

①移住 ・ 定住に向けた助言と支援

　　　移住 ・ 定住に関する専門的な相談対応を行うとともに、 移住希望者と物件所有者のマッチングを支援

するなど、 地域の実情に即した支援を行うことが期待されます。

②情報発信

　　　移住促進に向けた情報発信や物件情報の提供を行い、 移住希望者が安心して定住できる環境づくり

を支援することが期待されます。

（５）民間事業者に期待される役割

①地域経済の活性化

　　　地域住民や行政と連携し地域資源を活用したビジネスモデルの創出や、 地域の特産品の開発 ・販売等

を通じて、 地域経済の活性化に貢献することが期待されます。

②地域に密着したサービスの提供

　　　地域のニーズを踏まえたサービスの提供や、 地域住民とともに行う体験プログラムの実施など青根地

域の特色を生かした事業の展開が期待されます。

（６）大学などの教育機関に期待される役割

①地域振興に向けた研究と提案

　　　地域資源の活用方法や地域活性化に向けた新たなアイデアなど、 専門的知見を生かした研究や提案が

期待されます。

②学生の地域貢献活動

　　　学生が地域活動やイベント運営などに参加することで、 地域と若者との交流を促進し、 地域振興への

関心を高めることが期待されます。
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第５章　推進体制　　　　
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１　青根のまちづくり検討委員会会則
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２　青根のまちづくり検討委員会委員名簿　 （令和７年度）
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①

①

①

3
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３　地域振興策検討経過（青根のまちづくり検討委員会(部会含む) )



①

①

①

3
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３　地域振興策検討経過（青根のまちづくり検討委員会(部会含む) ) ４　青根のまちづくり検討委員会通信

①

①

①

3
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３　地域振興策検討経過（青根のまちづくり検討委員会(部会含む) )
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青根のまちづくり検討委員会 全体会における議論のまとめ（２／２）

主な案件 令和７年度 令和８年度 令和９年度
令和

10年度
令和

１１年度
令和

１２年度
令和

１３年度
令和

１４年度

旧青根中学校
施設利活用事業
（㈱アーキネット
との連携）

いやしの湯中規
模改修工事等

緑の休暇村
エリア公共施設
リニューアル

地域振興の拠点
（旧青根小学校
跡地）

旧青根児童保育
園の利活用
（民間事業者へ
の貸付）

空き家等対策の
取組

新組織の創設

改装工事浄化槽設置工事浄化槽詳細設計 オープン

★
契約

★
埋蔵文化財試掘調査

公共施設
利活用

検討部会での
検討

地域振興検討
部会での検討

庁
内
検
討
・
地
域
振
興
策
の
策
定

基本構想・計画検討

事業用地調整・測量調査

設計
既存施設解体

新施設建築工事

市場性調査
オープン

地域行事利用
に係る調整

市場性調査 事業者公募・選定
★
契約 貸付

構成員調整
詳細検討

創設

（仮称）移住相談チームと里まち移住・定住促進協議会との連携による取組

林間リトリート事業

工事 オープン

対応手順
詳細検討

施設整備に係る調整

★
契約

旧小学校跡地及び体育館の地域行事利用

＜掲載事項＞

〇：策定の目的、計画期間（令和８～１０年度の３か年に変更）、計画の位置づけ、青根地域を取り巻く状況

〇：青根地域の特徴、検討経過

〇：基本方針 （目指す姿：『関係人口を創出するため目的地となる青根、立ち寄りたくなる青根の実現』）

〇：具体的な取組（５つの柱、記載可能な事業については想定ロードマップ）

①旧青根中学校利活用事業者との連携について 【主体：民間事業者・地域・市】

②緑の休暇村エリア市有３施設のリニューアルについて 【主体：市・民間事業者】

③地域振興の拠点（旧青根小学校、旧青根児童保育園の利活用の方向性）について   【主体：地域・市】
④移住定住の促進に関する取組について                                                             【主体：地域・専門機関・市】          

⑤青根地域資源を活かした魅力づくりについて 【主体：地域・市】

〇：推進体制（行政、地域、専門機関、民間事業者などに期待される役割）

〇：参考資料

〇：「（仮称）青根地域総合交流センター運営委員会」には、青根地域振興協議会から運営に必要な経費が

助成され、運営委員会に参画していただく方には委員会から活動費を支払い予定

○：上記以外に、市からも施設整備後の運営管理に係る委託費(または負担金）や、地域活性化事業交付

金（要申請・採択 ※期間の定め有）の支出を想定

〇：草刈り相談者等からは作業実費分の受領を想定

  （※運営委員会以外の方やシルバー人材センター等への仲介の場合を除く）

〇：運営委員会の人員確保を目的に、市において地域おこし協力隊員などの導入に向けて検討

旧青根中学校利活用事業等の想定スケジュールについて

青根地域振興策の策定に向けて

持続可能な地域振興に向けた新たな組織の設置について ～組織の活動費等～

持続可能な地域振興に向けた新たな組織の設置について ～組織運営の流れ～

＜新たな組織の創設に当たって＞

〇：実稼働日の設定や構成員の詳細な担当業務については、人選後に各構成員の都合を伺う中で決定する

〇：無理の無い範囲で活動を開始する（例：相談案件は事前予約制とするなど）

〇：活動拠点の整備や人員確保は、市の意思決定（予算措置）が必要となり、決定後の活動開始ではタイム

ラグが生じることから、令和８年度は構成員を選出し組織運営の詳細を検討・決定し、やれることから

着手する（段階的に活動の幅を広げる）

〇：当面の間の活動場所は、青根公民館を想定

★：庁内における検討を進め、令和８年５月頃の策定を目指す

＜運営イメージ＞

※スケジュールは現時点の想定であり確定したものではありません。
※今後の検討・調整状況に応じて変更する可能性があります。

＝市の取組

＝地域と市の取組

＝民間事業者の取組

青根のまちづくり検討委員会 各部会における議論のまとめ（１／２） 別紙

B：旧青根小学校跡地及び旧青根児童保育園の利活用の方向性について

C：旧青根中学校利活用事業者（㈱アーキネット）との連携について

D：空き家・荒廃地対策の検討とサポート体制の確立について

A：市有３施設（緑の休暇村センター・青根緑の休暇村いやしの湯・津久井合唱館）の利活用について

※：詳細は前号の「青根まちづくり検討委員会」通信(令和７年１２月)と別紙をご覧ください。

＜部会における意見 ： 「地域振興の拠点」で担うべき主な機能 ＞

★：来訪者向けに青根地域全体のイベントや観光情報等の情報発信を行う機能

★：登山者が増加傾向にあることに鑑み、登山前の玄関口として登山者カードや登山ルートの案内を行う機能

★：移住希望者等が空き家や休耕田に関して相談をしやすい窓口機能

★：既存建物では設備(通信環境やトイレ等)が不十分であり活用ができないため、旧青根小跡地に小規模でも必要な

機能を有する拠点が必要

★：拠点には、地域住民及びそれ以外の方々(観光客など)が交流できる場所を備えた機能が必要

★：旧青根小学校校庭及び体育館は様々な地域行事で活用したい

地域振興の拠点

来訪者と地域を

つなぐ場所(拠点)
青根出張所

青根公民館

休暇村

エリア

青根草木館
など

旧青根

中学校
宿泊、温泉利用者

・周辺で開催される
   イベントや観光情
報を知りたい

「地域振興の拠点」と周辺施設における人の流れ(イメージ)

・周辺で開催される
   イベントや観光情
報を知りたい

・二拠点生活や移住
   相談をしたい

宿泊者

窓口利用者

・登山ルートの
   情報を知りた
い 登山者

「拠点」と周辺施設は連携し、来訪者へ情報等を提供

拠 点⇒・観光情報等のパンフレットを作成し各施設へ展開
・相談、案内等の窓口対応 など

周辺施設⇒・観光情報等のパンフレットの配架
・相談・案内等の窓口として拠点を案内 など

・周辺の飲食店や
   観光スポットの
   情報を知りたい

＜拠点で担う主な機能＞

観光案内 登山案内 空き家等
相談

緑区役所

地域団体
(組織）

＜想定される運営内容＞

・窓 口 運 営＝受付や情報発信
・施設の管理＝清掃、草刈りなど

管理・運営
委託（また
は負担金）

＜施設管理者＞

＜施設運営＞

どのような
関わり方？

公共施設利活用検討部会 地域振興検討部会

「地域振興の拠点」の整備イメージと比較

方式 ①公民館型 ②プレハブ型 ③トレーラーハウス型

想定

広さ
◯：制限なし
(但し面積に比例
して整備費上昇)

◯：制限なし
(但し面積に比例
して整備費上昇)

×：制限あり
(国交省基準）

費用 ×：高い △：比較的安い ◯：安い

工期
×：長い

約２年程度
△：比較的短い

半年～１年程度
◯：短い

半年程度

(仮)地域行事で
利用するエリア

(仮)拠点
整備エリア

出典：Googleマップ

＜設備機能＞
ミーティングスペース(交流スペース兼用)、トイレ、備品等保管
スペース ※駐車場は敷地内に設置することを含めて検討

〈整備エリア例〉 ※今後の検討により変更の可能性有

【旧青根児童保育園の利活用】

〈部会における意見〉
○：地域行事での活用希望はない
○：民間事業者による活用を検討

すべき

★：全市的な公共施設の考え方に沿って、民間への貸付による地域活性化及び
    財産の有効活用を図る。
★：貸付けに向けて、民間事業者による施設活用の可能性(市場性)を確認し、
    市場性が確認された際は、公募・選定等の手続を行う。一方、市場性が確認出

来なかった場合は、現状のままで存置や解体し土地を売払う可能性もある。

【旧青根小学校跡地の利活用】

㈱アーキネットの織山社長、髙野氏、青根草木館シェフの髙面氏と地域との連携項目ついて意見交換を実施

～主な意見《要約》～ ≪凡例＝○：地域、●：㈱アーキネット≫
〇：体験型ホテルをオープンするまでの間に、こういうことをしたい、して欲しいという地域の意見をどの程度擦り合わせることが
          出来るかが非常に重要である。
●：体験プログラムの参加費から食材等の提供に係る購入費や講師の方への報酬（謝礼）をお支払いしたいと考えている。
●：提供いただく食材は、市場に出回らない規格外のものであっても活用が可能なため、ぜひご協力をお願いしたい。
〇：古民家カフェや体験型ホテルで青根地域で使用していた農具・囲炉裏や資料の展示を検討してもらえるとよい。
●：ホテルでは絵画等ではなく地域の方々の生活を発信してよいと考えている。展示可能なものがあれば教えていただきたい。
〇：（㈱アーキネットが希望する座禅体験について）希望があれば、長昌寺の住職との打合せの場を設けることはできる。
★：㈱アーキネットとの連携に係るアイディアを８月３１日まで募集するので、ご協力いただきたい。

青根のまちづくり検討委員会内に設置された専門部会（公共施設利活用検討部会、地域振興検討部会）の検討結果は、以下のとおりです。

•作業・体験・イベント等を通じた交流機会の展開、地域情報のとりまとめ

•所有者や希望者からの情報収集や専門機関への橋渡し等
地域の役割

•新たな補助制度の創設、青根地域振興策における対策の位置づけ

•地域及び専門機関の連携に関わる支援、移住施策の展開、活用可能な制度等の情報発信等
行政の役割

•移住・定住に関する相談や希望者と所有者のマッチング、移住・定住の促進に向けたPR活動

•専門的知見からの各種助言や調査の実施、物件の情報発信等
専門機関の役割

★：地域・行政・専門機関（里まち移住・定住促進協議会）の連携は必須。それぞれが担う役割を長期的に展開することにより、
空き家等を活用した移住者の獲得、ひいては居住人口の回復と地域活力の再生に繋げる

情報発信や相談・案内窓口などの取組が、来訪者と
地域を繋ぐきっかけとなり、その繋がりが青根地域全
体の交流人口・関係人口・定住人口の増加に寄与する
ことから、地域主体で関わり続けることが重要

★：7月９日～８月３１日の間でアイディアを募集し、「人材の紹介」に係る４件の情報を㈱アーキネットに提供。
詳細は同社が個別に調整を進める

対象者
の条件

※いずれ
   も満た
  すもの

①空き家の所有権その他権利により移住者に空き家の売却又は賃貸を行うことができる権原を有する者
②交付金申請の前に里まち移住・定住促進協議会に空き家の利活用に関する相談をした者
③次の条件のいずれかを満たす者
ア：家財処分を実施した日から起算して３か月以内に「里まっち」に登録した空き家の所有者
イ：「里まっち」に登録をした同一年度内に家財処分を行った空き家の所有者

④家財処分の完了の日から２年間は移住者の居住の用に供することに同意する所有者

対象経費
市一般廃棄物収集運搬業の許可を有する事業者による家財道具の片付け及びそれに伴う清掃に要する経費で

その額が５万円以上のもの   

※市内中山間地域に登記されている一戸建て住宅（アパート、マンションは除く）が対象。災害ハザードエリア内は除く

①家財処分等補助制度の活用 （令和８年度より運用開始）

【具体的な取組】

②専門機関（里まち移住・定住促進協議会）と地域組織の連携 ③建物・土地の多様な貸付等 【多様なニーズへの対応】
物件や土地単体の貸付等に加えて、隣接する空き家と休耕田等を所有

する同一所有者と利用希望者をマッチングし、一体的に貸し付ける

④相談窓口や情報集約機能を有する拠点の設置
旧小学校跡地に土地建物所有者や移住希望者の相談窓口や情報集約

の機能等を有する「地域振興の拠点」を整備する

   ※現段階で設置を確約するものではありません

⑤学生ボランティアの募集
「地域活動・市民活動ボランティア認定制度」を活用して、物件や土地
の情報管理、家屋や物置等の片付け作業、樹木の伐採、草刈りなどを

   行う人材を外部から募集する(地域は指導や支援を担う)

⑥移住に向けた環境面や生活面等に関わる地域情報資料の作成
移住を検討する方に対し、青根地域で生活する上での心得や留意事項

をまとめた資料を地域で作成し、環境面や生活面等の実態を発信する

ことで、移住後のイメージギャップを緩和する

地域
組織

●：課題事項の調整・整理
●：専門家(士業)への取り次ぎ
●：移住ポータルサイト
     「里まっち」による情報発信

契約

連携（情報提供）

情報発信
マッチング
支援等

マッチング
支援等

●：マッチングの下調整
●：契約までの課題事項
の把握（可能な範囲で）

問合せ

相談
（情報収集）

所有者
（地権者）

賃貸・ 購入
希望者

相談
（情報収集）

里まち移住・

定住促進

協議会

補助額

対象経費の

１／２

(上限20万円)
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青根のまちづくり検討委員会 全体会における議論のまとめ（２／２）

主な案件 令和７年度 令和８年度 令和９年度
令和

10年度
令和

１１年度
令和

１２年度
令和

１３年度
令和

１４年度

旧青根中学校
施設利活用事業
（㈱アーキネット
との連携）

いやしの湯中規
模改修工事等

緑の休暇村
エリア公共施設
リニューアル

地域振興の拠点
（旧青根小学校
跡地）

旧青根児童保育
園の利活用
（民間事業者へ
の貸付）

空き家等対策の
取組

新組織の創設

改装工事浄化槽設置工事浄化槽詳細設計 オープン

★
契約

★
埋蔵文化財試掘調査

公共施設
利活用

検討部会での
検討

地域振興検討
部会での検討

庁
内
検
討
・
地
域
振
興
策
の
策
定

基本構想・計画検討

事業用地調整・測量調査

設計
既存施設解体

新施設建築工事

市場性調査
オープン

地域行事利用
に係る調整

市場性調査 事業者公募・選定
★
契約 貸付

構成員調整
詳細検討

創設

（仮称）移住相談チームと里まち移住・定住促進協議会との連携による取組

林間リトリート事業

工事 オープン

対応手順
詳細検討

施設整備に係る調整

★
契約

旧小学校跡地及び体育館の地域行事利用

＜掲載事項＞

〇：策定の目的、計画期間（令和８～１０年度の３か年に変更）、計画の位置づけ、青根地域を取り巻く状況

〇：青根地域の特徴、検討経過

〇：基本方針 （目指す姿：『関係人口を創出するため目的地となる青根、立ち寄りたくなる青根の実現』）

〇：具体的な取組（５つの柱、記載可能な事業については想定ロードマップ）

①旧青根中学校利活用事業者との連携について 【主体：民間事業者・地域・市】

②緑の休暇村エリア市有３施設のリニューアルについて 【主体：市・民間事業者】

③地域振興の拠点（旧青根小学校、旧青根児童保育園の利活用の方向性）について   【主体：地域・市】
④移住定住の促進に関する取組について                                                             【主体：地域・専門機関・市】          

⑤青根地域資源を活かした魅力づくりについて 【主体：地域・市】

〇：推進体制（行政、地域、専門機関、民間事業者などに期待される役割）

〇：参考資料

〇：「（仮称）青根地域総合交流センター運営委員会」には、青根地域振興協議会から運営に必要な経費が

助成され、運営委員会に参画していただく方には委員会から活動費を支払い予定

○：上記以外に、市からも施設整備後の運営管理に係る委託費(または負担金）や、地域活性化事業交付

金（要申請・採択 ※期間の定め有）の支出を想定

〇：草刈り相談者等からは作業実費分の受領を想定

  （※運営委員会以外の方やシルバー人材センター等への仲介の場合を除く）

〇：運営委員会の人員確保を目的に、市において地域おこし協力隊員などの導入に向けて検討

旧青根中学校利活用事業等の想定スケジュールについて

青根地域振興策の策定に向けて

持続可能な地域振興に向けた新たな組織の設置について ～組織の活動費等～

持続可能な地域振興に向けた新たな組織の設置について ～組織運営の流れ～

＜新たな組織の創設に当たって＞

〇：実稼働日の設定や構成員の詳細な担当業務については、人選後に各構成員の都合を伺う中で決定する

〇：無理の無い範囲で活動を開始する（例：相談案件は事前予約制とするなど）

〇：活動拠点の整備や人員確保は、市の意思決定（予算措置）が必要となり、決定後の活動開始ではタイム

ラグが生じることから、令和８年度は構成員を選出し組織運営の詳細を検討・決定し、やれることから

着手する（段階的に活動の幅を広げる）

〇：当面の間の活動場所は、青根公民館を想定

★：庁内における検討を進め、令和８年５月頃の策定を目指す

＜運営イメージ＞

※スケジュールは現時点の想定であり確定したものではありません。
※今後の検討・調整状況に応じて変更する可能性があります。

＝市の取組

＝地域と市の取組

＝民間事業者の取組

青根のまちづくり検討委員会 各部会における議論のまとめ（１／２） 別紙

B：旧青根小学校跡地及び旧青根児童保育園の利活用の方向性について

C：旧青根中学校利活用事業者（㈱アーキネット）との連携について

D：空き家・荒廃地対策の検討とサポート体制の確立について

A：市有３施設（緑の休暇村センター・青根緑の休暇村いやしの湯・津久井合唱館）の利活用について

※：詳細は前号の「青根まちづくり検討委員会」通信(令和７年１２月)と別紙をご覧ください。

＜部会における意見 ： 「地域振興の拠点」で担うべき主な機能 ＞

★：来訪者向けに青根地域全体のイベントや観光情報等の情報発信を行う機能

★：登山者が増加傾向にあることに鑑み、登山前の玄関口として登山者カードや登山ルートの案内を行う機能

★：移住希望者等が空き家や休耕田に関して相談をしやすい窓口機能

★：既存建物では設備(通信環境やトイレ等)が不十分であり活用ができないため、旧青根小跡地に小規模でも必要な

機能を有する拠点が必要

★：拠点には、地域住民及びそれ以外の方々(観光客など)が交流できる場所を備えた機能が必要

★：旧青根小学校校庭及び体育館は様々な地域行事で活用したい

地域振興の拠点

来訪者と地域を

つなぐ場所(拠点)
青根出張所

青根公民館

休暇村

エリア

青根草木館
など

旧青根

中学校
宿泊、温泉利用者

・周辺で開催される
   イベントや観光情
報を知りたい

「地域振興の拠点」と周辺施設における人の流れ(イメージ)

・周辺で開催される
   イベントや観光情
報を知りたい

・二拠点生活や移住
   相談をしたい

宿泊者

窓口利用者

・登山ルートの
   情報を知りた
い 登山者

「拠点」と周辺施設は連携し、来訪者へ情報等を提供

拠 点⇒・観光情報等のパンフレットを作成し各施設へ展開
・相談、案内等の窓口対応 など

周辺施設⇒・観光情報等のパンフレットの配架
・相談・案内等の窓口として拠点を案内 など

・周辺の飲食店や
   観光スポットの
   情報を知りたい

＜拠点で担う主な機能＞

観光案内 登山案内 空き家等
相談

緑区役所

地域団体
(組織）

＜想定される運営内容＞

・窓 口 運 営＝受付や情報発信
・施設の管理＝清掃、草刈りなど

管理・運営
委託（また
は負担金）

＜施設管理者＞

＜施設運営＞

どのような
関わり方？

公共施設利活用検討部会 地域振興検討部会

「地域振興の拠点」の整備イメージと比較

方式 ①公民館型 ②プレハブ型 ③トレーラーハウス型

想定

広さ
◯：制限なし
(但し面積に比例
して整備費上昇)

◯：制限なし
(但し面積に比例
して整備費上昇)

×：制限あり
(国交省基準）

費用 ×：高い △：比較的安い ◯：安い

工期
×：長い

約２年程度
△：比較的短い

半年～１年程度
◯：短い

半年程度

(仮)地域行事で
利用するエリア

(仮)拠点
整備エリア

出典：Googleマップ

＜設備機能＞
ミーティングスペース(交流スペース兼用)、トイレ、備品等保管
スペース ※駐車場は敷地内に設置することを含めて検討

〈整備エリア例〉 ※今後の検討により変更の可能性有

【旧青根児童保育園の利活用】

〈部会における意見〉
○：地域行事での活用希望はない
○：民間事業者による活用を検討

すべき

★：全市的な公共施設の考え方に沿って、民間への貸付による地域活性化及び
    財産の有効活用を図る。
★：貸付けに向けて、民間事業者による施設活用の可能性(市場性)を確認し、
    市場性が確認された際は、公募・選定等の手続を行う。一方、市場性が確認出

来なかった場合は、現状のままで存置や解体し土地を売払う可能性もある。

【旧青根小学校跡地の利活用】

㈱アーキネットの織山社長、髙野氏、青根草木館シェフの髙面氏と地域との連携項目ついて意見交換を実施

～主な意見《要約》～ ≪凡例＝○：地域、●：㈱アーキネット≫
〇：体験型ホテルをオープンするまでの間に、こういうことをしたい、して欲しいという地域の意見をどの程度擦り合わせることが
          出来るかが非常に重要である。
●：体験プログラムの参加費から食材等の提供に係る購入費や講師の方への報酬（謝礼）をお支払いしたいと考えている。
●：提供いただく食材は、市場に出回らない規格外のものであっても活用が可能なため、ぜひご協力をお願いしたい。
〇：古民家カフェや体験型ホテルで青根地域で使用していた農具・囲炉裏や資料の展示を検討してもらえるとよい。
●：ホテルでは絵画等ではなく地域の方々の生活を発信してよいと考えている。展示可能なものがあれば教えていただきたい。
〇：（㈱アーキネットが希望する座禅体験について）希望があれば、長昌寺の住職との打合せの場を設けることはできる。
★：㈱アーキネットとの連携に係るアイディアを８月３１日まで募集するので、ご協力いただきたい。

青根のまちづくり検討委員会内に設置された専門部会（公共施設利活用検討部会、地域振興検討部会）の検討結果は、以下のとおりです。

•作業・体験・イベント等を通じた交流機会の展開、地域情報のとりまとめ

•所有者や希望者からの情報収集や専門機関への橋渡し等
地域の役割

•新たな補助制度の創設、青根地域振興策における対策の位置づけ

•地域及び専門機関の連携に関わる支援、移住施策の展開、活用可能な制度等の情報発信等
行政の役割

•移住・定住に関する相談や希望者と所有者のマッチング、移住・定住の促進に向けたPR活動

•専門的知見からの各種助言や調査の実施、物件の情報発信等
専門機関の役割

★：地域・行政・専門機関（里まち移住・定住促進協議会）の連携は必須。それぞれが担う役割を長期的に展開することにより、
空き家等を活用した移住者の獲得、ひいては居住人口の回復と地域活力の再生に繋げる

情報発信や相談・案内窓口などの取組が、来訪者と
地域を繋ぐきっかけとなり、その繋がりが青根地域全
体の交流人口・関係人口・定住人口の増加に寄与する
ことから、地域主体で関わり続けることが重要

★：7月９日～８月３１日の間でアイディアを募集し、「人材の紹介」に係る４件の情報を㈱アーキネットに提供。
詳細は同社が個別に調整を進める

対象者
の条件

※いずれ
   も満た
  すもの

①空き家の所有権その他権利により移住者に空き家の売却又は賃貸を行うことができる権原を有する者
②交付金申請の前に里まち移住・定住促進協議会に空き家の利活用に関する相談をした者
③次の条件のいずれかを満たす者
ア：家財処分を実施した日から起算して３か月以内に「里まっち」に登録した空き家の所有者
イ：「里まっち」に登録をした同一年度内に家財処分を行った空き家の所有者

④家財処分の完了の日から２年間は移住者の居住の用に供することに同意する所有者

対象経費
市一般廃棄物収集運搬業の許可を有する事業者による家財道具の片付け及びそれに伴う清掃に要する経費で

その額が５万円以上のもの   

※市内中山間地域に登記されている一戸建て住宅（アパート、マンションは除く）が対象。災害ハザードエリア内は除く

①家財処分等補助制度の活用 （令和８年度より運用開始）

【具体的な取組】

②専門機関（里まち移住・定住促進協議会）と地域組織の連携 ③建物・土地の多様な貸付等 【多様なニーズへの対応】
物件や土地単体の貸付等に加えて、隣接する空き家と休耕田等を所有

する同一所有者と利用希望者をマッチングし、一体的に貸し付ける

④相談窓口や情報集約機能を有する拠点の設置
旧小学校跡地に土地建物所有者や移住希望者の相談窓口や情報集約

の機能等を有する「地域振興の拠点」を整備する

   ※現段階で設置を確約するものではありません

⑤学生ボランティアの募集
「地域活動・市民活動ボランティア認定制度」を活用して、物件や土地
の情報管理、家屋や物置等の片付け作業、樹木の伐採、草刈りなどを

   行う人材を外部から募集する(地域は指導や支援を担う)

⑥移住に向けた環境面や生活面等に関わる地域情報資料の作成
移住を検討する方に対し、青根地域で生活する上での心得や留意事項

をまとめた資料を地域で作成し、環境面や生活面等の実態を発信する

ことで、移住後のイメージギャップを緩和する

地域
組織

●：課題事項の調整・整理
●：専門家(士業)への取り次ぎ
●：移住ポータルサイト
     「里まっち」による情報発信

契約

連携（情報提供）

情報発信
マッチング
支援等

マッチング
支援等

●：マッチングの下調整
●：契約までの課題事項
の把握（可能な範囲で）

問合せ

相談
（情報収集）

所有者
（地権者）

賃貸・ 購入
希望者

相談
（情報収集）

里まち移住・

定住促進

協議会

補助額

対象経費の

１／２

(上限20万円)

32

多くの方に緑区に興味や関心を持っていただ
くため、区内の地域の行事やイベント、観光
資源や自然などの魅力を発信していますので、
是非ご覧ください。

ぐるっと緑区 ミウル X ミウル Instagram
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